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ケニアのナイロビで、2006 年 11 月 7日から 17日まで、

気候変動枠組条約第 12回締約国会議（COP12）と京都議定

書第 2回締約国会合（COPMOP2）が開催されました。ナイ

ロビは赤道近くに位置していますが、標高が 1600 ｍあり、

また 11月は雨期であることもあって比較的涼しく、街中に

日本の桜のような紫色のジャカランダの花が咲き乱れてい

ました。

今回の COP12、COPMOP2 は、一昨年のモントリオール

で始まった 2013 年以降の枠組みについての議論を進める

ことと、気候変動に最も脆弱な地域のひとつであるサブサ

ハラ・アフリカで開催された初めての会議でもあり、顕在

化する気候変動の悪影響に対してどう適応（対応）してい

くかという適応問題で議論を進めることが課題となってい

ました。

会議は例によって、2013 年以降の枠組みの議論を途上

国の削減目標の議論につなげようとする先進国と、気候変

動の原因をつくった先進国がまず削減努力をすべきだと主

張し、途上国が新たな義務を負うことに反対する途上国と

の意見が対立しました。最終的に、2013 年以降の先進国の

削減目標について検討されるべき内容と作業スケジュール

が合意され、途上国を含む京都議定書の見直しを 2008 年

に行うことが決まりました。適応問題についても、適応基

金＊の運営方針についての決定を採択し、2008 年半ばまで

の作業計画に合意しました。ささやかですが半歩前進の会
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議だったと思います。

多くの科学的知見は、平均気温の上昇が工業化以前（1850

年以前）から 2℃を越えると、規模も範囲も質的に異なる影

響が加速度的に拡大することを示しています。このままでは

2040 年頃には 2℃を越える可能性が高いにもかかわらず、

温室効果ガスの排出量は減るどころか増え続けています。い

ましなければならないことは、2012 年までの削減目標を確

実に達成すること、そして、2013 年以降についてより高い

削減目標に合意することです。

ケニアでは、異常な降雨による洪水のために 6万人が避

難していると報道されていました。気候変動は、これまで考

えられてきたよりはるかに急速に進んでいるようです。議論

のために残された時間はほとんどなくなって来ています。

気候変動問題に取組むNGO= 気候行動ネットワーク（CAN）のメンバーと
（会議場にて、前列中央付近に筆者）

＊適用基金：気候変動に適応してゆくために必要な事業に融資する基金、京都議定書のもとに設置された
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身近な自然エネルギー活用事例特集

広報部会では、“自然エネルギーは身近なもの＝くらしに密着したエ
ネルギー”という発想から、身近な自然エネルギーの活用事例を募集し
ました。8人の会員から 14 件の活用事例が寄せられました。分類して
みると、太陽光発電が 4件、太陽熱温水が 1件、パッシブソーラーが 3
件、雨水利用が 3件、バイオマス利用が 2件、風力発電 1件、その他 1
件で水力利用の事例はありませんでした。

　太陽光発電では、独立電源として活用されている事例が 1件ありまし
た。パッシブソーラーでは、日除けテント、植栽、すだれなどを利用し
た太陽光コントロールが特徴です。雨水の活用や生ごみ、剪定枝、落葉
を活用した堆肥化の取り組みも報告されています。
以下に、3つの事例を掲載しました。ご感想や貴方の事例報告をお寄

せ下さい。

11 月 15 日、長岡京市のマンションの１階にお住まいの
田原様宅へお邪魔しました。占有庭がとても広く、大きな
木や草花の間に、ソーラー利用の庭園灯が４- ５台設置され、
夜には明かりが灯るようになっていました。しっかり太陽
光が活用されていることにまず気がつきました。

ビニールシート

で雨水回収

雨水の利用で
は、ベランダか
ら斜めにセット
したシートで雨
水を集めて、ポ
リケース（70 ㍑
の衣装ケース）

にためているとのお話でした。ちょうどお伺いしたときは、
マンションの外壁の塗装工事中で、写真で説明してもらい
ました。雨水を貯めだしてからは、雨が降って、雨水がた
まるのが楽しみになったこと、水道水で調べてみると１回
の水遣りに、200 ㍑を使い、結
構水を使っているなど、見えて
きたこともあるとのことです。
水をためるケース、バケツ、水
を集めるシートがあればすぐに
でき、不要の時シートなら畳んで片付けておける、とても
気楽なところがいいと思いました。
水道料金は下水道とセットということもあり、雨水利用
はかけた費用に対して投資効果が大きいとか。庭の水遣り、
洗車にぜひお勧めです。
太陽光発電で“エネルギーの収穫”

また、単結晶太
陽電池（発電容
量 75W）南向き
をベランダに設置
し、昼間に発電し
た電力をバッテリ
ーに蓄電し、テレ
ビの視聴用電源と
して活用しているとのこと。系統連系していない独立運転
型のユニークな太陽光発電活用例と言えます。2002 年 12
月に設置以来、大きなトラブルもなく順調に発電しており、
この間推定発電量は 180kWh で 124kg-CO2 の抑制に貢献
したことになります。冬は 15 分から 25 分、夏は 80 ～
180 分テレビが見ることが可能です。切れるところで、テ
レビタイムは終了または、切り替えて見ることができます。
関西電力に売電しない仕組みで、用途を決めて家庭で使用

するので、「エネルギーの収穫」的な感覚があり、発電や節
電の面白さを感じ
るようになったそ
うです。主な機器
構成、設備費用は
右表のとおり。
学んだらすぐ実行

どちらも「自然エネルギー学校・京都」の実習に参加した
のがきっかけで、環境活動の実行開始となり、いろんな場
で体験談報告の機会を得たり、新聞に掲載されたりしたと
のことです。学んで、できることはすぐ実行というのが素
晴らしいと思いました。私は、「自然エネルギーの普及を！」
と思いながら、足元での具体的な活動はというと、あまり
ないのですが、これなら私にもできるかなと、うれしくな
りました。それに、お宅を訪問させていただき実際に見て
みるのは、「一見は百聞に如かず」でした。（福井記）

機器 仕様 費用

太陽電池 単結晶 75W 67,000 

インバータ 定格 13.8VDC,250W 20,600 

充放電コントローラ 19,800 

密閉型鉛蓄電池 26,000 

　　　小　計 133,400 

その他経費、 消費税を含めた総費用 150,000 

材料 規格 数量

衣装ケース 約 70 リットル 2 箱

ビニールシート 約 4 m2 1 枚

吊り金具 数個

費用合計 約 1500 円

雨水利用と独立型太陽光発電
田原誠一郎さん（長岡京市）

　12月 14日、「宇宙船地球号を未来の子供たちへ」のポス

ターを製作し、自然エネルギー普及の取組みをしている京
都市伏見区の近藤電業社を訪ね、近藤暢造代表や若き技術
陣から熱き思いを聞いた。　　
　会社に到着してまず目を引くのは、4階建ての屋上に設
置された小型風力・太陽光ハイブリッド発電システムと、
社屋の正面の外部階段に 4層に取り付けられた太陽光発電
システムである。「これからは自然エネルギーの時代、自社
でその検証をし、自信を持って普及活動が出来るように社
屋増築時に設置した」とのこと。太陽電池が全部で 5層の
姿は、まさに“自然エネルギーの五重塔” である。
割り切り！　電力が

無くなれば消灯する

広告設備

前者は１階玄関右
側の LED 電光掲示板
と左側の電照看板の

近藤電業社屋 ( 上 ) と「宇宙船地球号を
未来の子供たちへ」のポスター ( 左 )

ハイブリッド系と太陽光発電単独系の検証と普
及への取組み

近藤電業社（京都市）
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シートとポリケースで作った雨水収集システム

ベランダに設置した太陽光発電システム
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電源に、後者は所内電源に
使用している。いずれも独
立電源で、電力会社との系
統連系、売電は行っていな
い。と聞けば、「発電電力
量が不足した時はどうなる
の？」ということだが「風
車は屋上にあるが意外に回
っていない。しかし、一日数時間程度は点灯している。蓄電
量が不足した時には消灯しても仕方ない」とのこと。これを
聞いて「ライトアップや看板類の電源は自然エネルギーだけ
にすべきだ」との思いを強くした。
一方、４層の太陽光発電システムは、「発電量は、夏場は

太陽の位置が高くて上のパネルの影が下のパネルに影響する
ので少なく、冬場の方が多いぐらい。太陽電池、インバータ
ーは経済性も考えて別メーカのものを選択。設置工事も自社
で行っていろいろ経験を積んでいる。費用を安くするため機
器構成はスリムなものにした」とのことであった。
発電電力量に対する補助金制度に転換を

太陽光発電システムの施工事業者の立場から見て、さらな
る普及のための課題は何かと問うたところ「現在は個人の善
意が頼り。補助金は、初期投資額に対してではなく電気料金
に上乗せしたものに変更すべきである」とさっと返ってきた。
頼もしく思った。このような考え方の市民や企業がどんどん
増えてくれることを願って同社を辞した。　　　　（大谷記）

機器仕様

機　器 仕　様 費　用

小型風力・太陽

光ハイブリッド

発電システム

風力発電機 400W

太陽電池 62W

バッテリー 95Ah

29.9 万円

太陽光発電シス

テム

多結晶2.2kWh（140W× 16枚）

方位：真南、傾斜角：60 度
約 200 万円

LED 電光掲示板 最大 180W( 平均 100W）

快晴の 9月 24 日に、阪急宝塚線沿線の閑静な住宅地にあ
る安田さんのお宅に、総勢 10名で見学に伺った。山の斜面
に面し日当たり良
好なこの住宅は、
1974 年築とは思
えないほど綺麗に
手入れがなされて
いる。敷地の半分
ほどを占める庭に
は様々な樹木や花
が生い茂り、家屋
のそばには、夏は
日を遮り冬は葉を
落として日を家に取り入れられるよう、計画的に落葉樹が植
えられている。
庭に面した食堂（サンルーム）に案内していただき、日除
けテントの設置されている窓際の大きなテーブルで、安田さ
んの用意された説明資料を参照しながらお話を伺った。
　安田さん宅の主な自然エネルギー利用設備は、太陽光発電、
日除けテント、雨水タンクである。

日除けテントで太陽光をコントロール

　築後 6年の 1980 年に導入した最初の設備が、日除けテ
ントである。日
本ではあまりな
じみがないが、
ヨーロッパでは
一般的に導入さ
れているという。
安田さんは仕事
を通じてそのこ
とを知り、まず
はキッチン東面の窓に設置した。その後、84年に食堂を増
築、87年にその南面に大きな日除けテントを設置した。当
時、日本製では選択肢が少なかったこともあり、丈夫でデ
ザインの良いスイス製のものを取り寄せた。
その後も、2階バルコニーや 1、2 階の西面にもテント
を導入している。食堂南面のテントは手動の巻き上げ式で、
必要のないときや強風などの場合は収納できる。このタイ
プのテントは工事が必要で比較的高価であるが、最近は日
本製でも種類が豊富になっており、より安価で簡素なもの
もある。
安田さん宅のテントはいずれも、家の外観と調和する深
い緑と白で統一され、見た目にも美しい。
屋根葺き替えに耐えた太陽光発電

　99 年 3 月には、3kWの多結晶型太陽光発電を南面の屋
根に設置した。国からの設置補助金 107 万円を得られたた
め、自己負担額は約 140 万円だったが、それでも償却まで
に 19年かかる計算という。障害物もなく日照条件が良いた
め、現時点までは予想どおりの発電をしている。7年間の

総発電量は 22,374kWh
で、CO215 ㌧を削減し
たことになる（CO2 削減
量は当会試算）。2005 年
10 月に屋根の葺き替え
に伴い、太陽光発電装
置もつけ直しを行って
いるが、発電性能には特
に支障は起きていない。

ステンレス製の雨水タンク

　2000 年には、雨水利用のための貯水タンクを屋外のシン
ク内に設置し、雨樋を引いてきて溜めている。このタンク
は、ステンレス製のドラム缶を工事現場から譲り受け、底
を切り取って逆さにした手製である。既製品でないため蓋
がきっちりしまらず蚊が湧くのが玉に瑕ということだが、
いたってシンプルでお金をかけずに作ることができる。
　一通り質疑や意見交換を行った後、奥様お手製のケーキ
をいただき、和やかにティータイム。その折に、目の前の
ダイニングテーブルや長椅子など家具の木彫を奥様が、安
田さんが彫金で銀細工をされていることがわかり、感嘆の
声が上がった。
　この見学会で、太陽光発電以外にも、安価で手軽にでき
る効果的な取り組みがあることを教えていただいたが、印
象的だったのは、エコロジーの追求だけではなく、美しい
住まいを作ることを楽しむご夫妻の姿勢だった。そういう
ところも含めて、ぜひお手本にしたいと強く感じた一日だ
った。（尾形記）

ソーラーコントロールと雨水利用
安田寿夫さん（宝塚市）

昼間の発電で手前と奥の電
飾看板が灯る

3

安田邸の南面。屋根に太陽光発電、２Fベラン
ダに着脱式テント、１Fサンルームに巻上式テ
ントを設置

1F食堂で説明を受ける
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１．風速と発電量

　風力発電の事業採算性の主要な条件として挙げられるの

は①風速②道路③送電線の 3つである。道路と送電線がな
いと初期投資が増大したり、開設に伴う自然環境の改変な
どの問題が生じる。これに対して風速は発電量を左右する
要因である。事業採算性の面から見ると、①は収入に、②、
③はコストに関わるものである。
　風速について、NEDOの「風力発電ガイドブック」では「地
上高 30mでの平均風速が 6m/ 秒以上であることが望まし
い」とされている。しかし西日本においては、好適な条件
のサイトは企業による開発が先行し、市民が実際に 6m/ 秒
以上のサイトを見出すのは容易ではない。したがって、具
体的なサイトでの条件を評価し、実現可能な発電量を推定
することが大きな課題となる。
　発電量の算定は以下の計算式に

よって行われる。

E :年間発電量 (kWh)。各風速
階級ごとに発電量を算出し、
これを合算したもの

w : 風速出現率。ある風速階級
(1m/s 幅 ) に属する風が、
年間何時間吹くかという率

　p : 風車出力 (kW)。風車がある
風速で発電する電力で、個々
の風車の発電性能を表わす

   h : 年間時間数。
365 日× 24時間 =8760
時間

　風速出現率 (w) は、10 分刻み

の平均風速を通年観測し、これを
風速階級ごとに集計して得られる
もので、サイトの地形的、気象的
条件に規定される。
　風車出力 (p) は、風車の種類ご
とに固有のもので風車メーカーは
「パワーカーブ」として風車ごとのデータを持っ
ているが一般には公開されていないので、風況観測によっ
て得られたデータを風車メーカーに提示して、予想発電量
を出してもらうことになる。しかし、この発電量は理論的

E＝ Σ(w×p×h)

風力発電の課題連載

当会は市民共同風力発電所の実現を中心的な課題の一つとしてい

ます。風力発電の基礎知識については、ニュースレター No.4（'05

年秋号）で特集しました。その後、風力発電部会での研究等の中で

明らかになってきた現状と課題について、連載で掲載します。

Ⅰ より確実な発電量を求めて①

なもので実際に得られる発電量とは別物である。風力発電
を計画する場合、実際の得られる発電量の推定が不可欠で
ある。
　最近いくつかの地方自治体で設置した風力発電施設で、
当初計画したほどの発電実績が上がらないという報道が見
られる。しかし、理論発電量に対してどの程度の実際の発
電量を計画したか、それと実績の乖離がどのような要因に
よるものかについては、必ずしも明らかになっていない。

２．理論上の発電量と実際の発電量の差

風力発電部会では、実際の発電量予測を重要なテーマと
して、公表されているデータや自治体の協力を得て分析を
行ってきた。
　先ず問題となるのは、理論発電量と実際の発電量の差の

要因が何かである。
　これについては NEDO の「ガイドブ
ック」では、①稼働時間の減少、②地形
の影響、③ウェークの影響、④風速の経
年変動、⑤ハブ高風速への換算誤差、⑥
発電ロス・所内ロス・送電ロス、などを
挙げている。
①は、風況に関係なく定期点検や故障
などの原因で風車が稼動できないことに
よる。定期点検による停止時間はある程
度予測できるが、故障など突発的な要因
は予測が困難である。
②は、パワーカーブが平坦な地形で風
況の安定したサイトでの検証によってい
るため、わが国のような複雑な地形の場
合、風向変動の頻度や突風などを考慮し
て、5～ 10% 低めに見る必要があると
している。
③は、風車後方に発生する乱流が他の
風車の発電にマイナスの影響を与えるも
ので、同一サイトに複数の風車を設置す
る場合に問題となる。風車の設置間隔が
狭すぎたり、一定の間隔を取って設置し
た場合でも風向変動が著しいサイトでは
その影響が大きく出るといわれている。

④については、風況観測を実施した年の風況と平年との
比較を近傍の気象官署等のデータで行い、その相関関係を
用いて実測値を換算して発電量予測を行うことが望ましい

【連載予定】
Ⅰ より確実な発電量を求めて①
Ⅱ より確実な発電量を求めて②
Ⅲ 台風・落雷
Ⅳ バードストライク
Ⅴ 障害を乗り越えて

4

風速

(m)
風車出力

(kW)p
0 0.0 
1 0.0 
2 0.0 
3 9.0 
4 25.0 
5 57.0 
6 103.0 
7 162.0 
8 240.0 
9 345.0 

10 465.0 
11 621.0 
12 728.0 
13 747.0 
14 750.0 
15 750.0 
16 750.0 
17 750.0 
18 750.0 
19 750.0 
20 750.0 
21 750.0 
22 750.0 
23 750.0 
24 750.0 
25 0.0 
26 0.0 

風速階級

(m/s)
風速出現

率 (%)w
発電量 (kWh)
　E=p×w×h

0 ≦ V ＜ 1 1.2 0.0 
1 ≦ V ＜ 2 4.0 0.0 
2 ≦ V ＜ 3 6.9 2,720.0 
3 ≦ V ＜ 4 9.3 13,849.6 
4 ≦ V ＜ 5 10.6 38,071.0 
5 ≦ V ＜ 6 11.3 79,190.4 
6 ≦ V ＜ 7 11.3 131,159.1 
7 ≦ V ＜ 8 10.0 176,076.0 
8 ≦ V ＜ 9 8.2 210,108.6 
9 ≦ V ＜ 10 6.2 219,963.6 
10 ≦ V ＜ 11 4.9 233,077.3 
11 ≦ V ＜ 12 4.0 236,344.8 
12 ≦ V ＜ 13 3.3 213,196.5 
13 ≦ V ＜ 14 2.5 163,921.5 
14 ≦ V ＜ 15 2.0 131,400.0 
15 ≦ V ＜ 16 1.4 91,980.0 
16 ≦ V ＜ 17 1.1 72,270.0 
17 ≦ V ＜ 18 0.6 39,420.0 
18 ≦ V ＜ 19 0.4 26,280.0 
19 ≦ V ＜ 20 0.4 26,280.0 
20 ≦ V ＜ 21 0.1 6,570.0 
21 ≦ V ＜ 22 0.1 6,570.0 
22 ≦ V ＜ 23 0.1 6,570.0 
23 ≦ V ＜ 24 0.0 0.0 
24 ≦ V ＜ 25 0.0 0.0 
25 ≦ V ＜ 26 0.1 0.0 
26 ≦ V ＜ 27 0.0 0.0 

合　　計 100.0 2,125,018.3  

750kW 風車のパ
ワーカーブ例

実際の風況データに適用した
発電量算出例
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としている。

⑤は、実際の風況観測を行った地上高 (30m等 ) のデータ
を設置する風車のハブ高 (60m等 ) の風速に換算する際の誤
差である。

３．北海道にみる実例

これらの要因が実際にどの程
度発電量に影響するのか。
北海道はわが国では風力発電
の導入が最も進んだ地域の一つ
であるが、北海道経済産業局が
2004 年までに、道内設置された全ての風力発電所（29 事
業者、46ヶ所、192 基）を対象に実施したアンケート調査
の結果が公表されている。
このアン
ケートによ
ると、設備
利用率が計
画 を 5% 以
上下回った
発電所が全
体の 38%に
のぼっている。（表 1）
その要因として具体的に挙げられているのは、「計画通り
の風況が得られなかった」「故障による停止が多かった」「パ

ワーカーブ通りの性能が発揮できなかった」の順に多くな
っている。
「計画通りの風況が得られなかった」とした中には、観測し

た高さの風況とハブ高の風況が相違
しているのではないかという指摘があ
り、ハブ高さの風況を求める際の換算
が適切でなかったことを示唆するもの
となっている。（表 2）
　定期点検日数は、2 日以内が 57%
と大半を占めるものの 8日以上要し
た風車も 8%あり、幅がある。（表 3）
2003 年度の故障などトラブルによ
る停止期間は、1週間以内 46%、2週
間以内 22% で、最大 24 週間となっ
ている。（表 4）

「パワーカーブ通りの性能が発揮できなかった」点につ
いて、同経産局はこの調査だけでは検証できないとしつつ
も、わが国の自然環境の特徴を踏まえた運転特性になって
いないのではないか、と問題提起している。また「運転実績
から計画段階で実施した風況調査を
検証し、得られた知見を風況調査の
精度向上に役立てるための体制整備
が必要」と指摘しているが、こうし
たデータのオープンな検討が極めて
少ない現状だけに重要な指摘といえ
よう。

４．▲ 20% 以上の差が発生？

これらの資料をもとに、理論的な
発電量と実際の発電量の差をどの程度と見ればよいのか大
まかに試算してみよう。
①稼働時間の減少
調査データの平均値から定期点検日数を 3.2 日、故障
停止日数を 16.2 日合計 19.4 日間とする（▲ 5%）

②地形の影響
わが国の場合、平坦な地形は北海道などを除くと少な
いので複雑な地形の係数を採用 ( ▲ 10%)

⑥発電ロス・所内ロス・送電ロス　（▲ 5%）
③ウェークの影響、④風速の経年変動、⑤ハブ高風速へ
の換算誤差については、数字で評価するのが困難なので一
旦除外するとして、3つの要素だけで約▲ 20％の差が発生

することが分かる。

５．西日本の実例から

　西日本でも企業や自治体による風力発電所の設置が増加
しているが、上記のようなデータが十分に明らかになって
いるとは言えない。こうした中で風力発電部会では、設置
者のご協力によりデータを入手できたいくつかの設備の稼
動状況について分析を試みたが、その内容については、次
号で報告する。　（以下次号）

風況観測高

実際のハブ高

風速換算誤差

観測で得られた風速を異なる地上
高の風速に換算する

Ｖ＝Ｖ 0 ･ (h/h0)^(1/n)
Ｖ  : 地上高 hの風速
Ｖ 0: 地上高 h0 の風速
 n   : 地表の形状によるべき指数

ｎ値の目安

平坦な草原 7～ 10
海岸地方 7～ 10
田　　園 4～ 6
市 街 地 2～ 4

5

設備利用率の計

画比

発電

所数

構成

比

 5% 以上上回った 1 3%

 ± 5% の範囲内 19 59%

 5% 以上下回った 6 19%

10% 以上下回った 6 19%

合　　　　　計 32 100%

第 1 要因

計画通りの風況が得られなかった 6発電所

故障による停止が多かった 3発電所

パワーカーブ通りの性能が発揮で

きなかった
3発電所

第 2要因
計画通りの風況が得られなかった 3発電所

故障による停止が多かった 3発電所

第 3要因
パワーカーブ通りの性能が発揮で

きなかった
1発電所

計画した設備利用率と実績の
乖離

実績が 5% 以上計画を下回った要因

停止日数 基数 ％

1 日以内 53 48

～ 2 日以内 10 9

～ 3 日以内 9 8

～ 4 日以内 4 4

～ 5 日以内 4 4

～ 6 日以内 19 17

～ 7 日以内 1 1

～ 8 日以内 1 1

～ 9 日以内 1 1

～ 10 日以内 0 0

10 日超 8 7

平均　3.2 日 

保守点検による停止日数

停止期間 基数 ％

1 週間以内 51 46

～ 2 週間以内 24 22

～ 3 週間以内 17 16

～ 4 週間以内 4 4

～ 5 週間以内 2 2

～ 6 週間以内 3 3

～ 7 週間以内 0 0

7 週間超 7 6

　平均  16.2 日

トラブルによる停止期間

表１

表 2

表
３

表４

表 1～ 4は、北海道経済産業局の資料による。ただし、表３,4 の
平均値は各データを下に当会が独自に計算したもの。
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グリーンサンタがやって来た

11 月 27 日、デンマークの環境親善大使、緑の森の番人グリーン
サンタがポッポ第 2保育園にやって来ました。
まず大阪府の環境キャラクター・モットちゃんキットちゃんが登
場すると、園児達がその周りに殺到して大騒ぎ。そして、いよいよ
グリーンサンタがホールに現れます。どっと沸く歓声。「なぜ緑色な
の？好物は？なぜ帽子をかぶっているの？」と興味津々の子供たち。
サンタさんからのプレゼントは「良い土をつくり草花がよく育ち
ますように」とレンゲの種でした。
お返しとして園児達は、太陽光発電所のお話を聞いて作ったちぎ
り絵を贈りました。当会から竹製の手編み風車をプレゼントしまし
た。プレゼントをたくさんもらったサンタさんは「プレゼントはす
るものと思っていたが、プレゼントをもらうのは初めて」と感激し
ていました。

　　　

ポッポおひさま発電所からこんにちは

6

発電量 9,000kWh を超える

発電開始から 12 月末までの発電量は 9,235kWh と
なりました。11 月下旬から続く日照不足がひびき 12
月も計画を下回りましたが、発電開始から丸一年目を
迎える 2月 21日までに、計画の 1万 kWhを達成する
ことはできそうです（表１）。

グリーン電力発電設備に認定

これまでの発電収入が182千円になりました（表2）。
もう一つの収入源として期待されているグリーン電力
証書の販売の条件が一つ整いました。ポッポおひさま
発電所が、11月にグリーン電力認証機構からグリーン
電力発電設備として認定されたため、12月の自家消費

月
稼動
日数

日射量 (kWh/ m2 ) 発電量 (kWh)

稼働日数
での予想

実績
増減比

率
計画 実績 増減量

増減比
率

2 7 22.3 22.6 1.02 176.3 184.1 7.8 1.04 

3 31 120.9 118.6 0.98 949.0 987.8 38.8 1.04 

4 30 133.5 117.4 0.88 1,022.0 997.6 ▲ 24.4 0.98 

5 31 154.7 134.5 0.87 1,156.0 1,113.9 ▲ 42.1 0.96 

6 30 133.8 126.8 0.95 970.0 1,045.0 75.0 1.08 

7 31 151.0 108.1 0.72 1,072.0 873.5 ▲ 198.5 0.81 

8 31 150.0 158.1 1.05 1,055.0 1,217.6 162.6 1.15 

9 30 117.6 123.8 1.05 848.0 975.9 127.9 1.15 

10 31 108.5 113.8 1.05 826.0 880.7 54.7 1.07 

11 30 90.0 84.8 0.94 689.0 676.6 ▲ 12.4 0.98 

12 31 83.4 70.8 0.85 658.0 578.7 ▲ 79.3 0.88 

1 31 88.0 88.0 1.00 708.0 708.0 0.0 1.00 

2 21 22.3 22.3 1.00 528.8 528.8 0.0 1.00 

計 365 1376.0 1289.7 0.94 10,658.0 10,768.2 110.2 1.01 

表１　月別発電量と年間発電量予想　　2007.1.1 ～ 2.21 は推定実績

ポッポおひさま発電所の発電･売電実績

月

自家消費と売電 (kWh)
発電収入
（円）売電量

自家
消費量

合計 自消率

3 115.0 610.2 725.2 0.84 14,254 

4 277.0 745.3 1,022.3 0.73 19,995 

5 372.0 822.1 1,194.1 0.69 23,315 

6 255.0 772.7 1,027.7 0.75 20,120 

7 131.0 730.4 861.4 0.85 16,935 

8 251.0 1,004.1 1,255.1 0.80 24,625 

9 196.0 728.8 924.8 0.79 18,136 

10 280.0 670.4 950.4 0.71 18,571 

11 169.0 652.6 821.6 0.79 16,116 

12 52.0 465.2 517.2 0.90 10,191 

計 2,098.0 7,201.8 9,299.8 0.77 182,258 

※売電量及び発電収入の計上は毎月 20 日〆

表２

分からグリーン電力証書の販売が可能となりました。今後購入先の開拓が課題
となります。

自家消費は約 8割

ポッポおひさま発電所の発電量の内、保育園が自家消費している電力は総発
電量の 77％となっており（表２）、関西電力への売電は約 2割となります。自
家消費率は月によってかなり変動し、最低は 5月の 69％、最高は 12月の 90
％でした。保育園が開園している日は、ほぼ全量自家消費されていると思われ
ます。日祝の休園日が多く、かつ好天の月は売電の割合が高まり、休園日が少
なくかつ天候不順の月は自家消費率が高まるようです。
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ポッポおひさま発電所をモチーフにし
て、こどもたちが作成したちぎり絵

（子どもたちの好きな太陽の子の歌）

年間１万 kWh の自然エネルギーで CO26.9t 削減の目標達成が見えてきた！

※発電量の計上は月末〆
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●講師：田浦健朗さん（気候ネットワーク）

早川事務局長が「自然エネルギーの普及は世界の平和と安全につながる」
と開講の挨拶。地元で、ご後援頂いている新京橋商店街振興組合の合志理
事長からの「市民により近い場所で
の開催を歓迎」との言葉をいただき
開講した。
第一部の講義は、温暖化の原因・

影響・将来予測と自然エネルギーの
特徴・意義等について最新のデータ
を織り込んだもので、初心者は勿論、
ある程度知識のある者にとっても、
頭の中を系統だって整理出来ると好評であった。開講講座だけで終わるの
は“もったいない”内容だったと思っている。
第二部は学生から 70歳台のリタイア組みまでの幅広い参加者が 3グル

ープに分かれてのワークショップで、「講演に対する感想・質問、私のくら
しとエネルギー：これまで、これから」につ
いて意見交換。外国並みの自然エネルギー普
及制度作りには市民活動が不可欠、幼い時の
経験が今の活動につながっており環境教育の
大切さを痛感している等の意見が出され非常
に参考になった。一方通行ではなく、自分も
参加しているとの実感が湧く開講講座に参加
でき喜んでいる。（大谷記）

【開講講義】 くらしとエネルギー　～自然エネルギー概論　　　11 月 4 日

●講師：藤永のぶよさん（おおさか市民ネットワーク）
小林  潔  さん（京セラソーラーコーポレーション）

第一部の講義は藤永さんによる「太陽のエネルギー・ソーラー発電所」。
地球温暖化について具体的な説明があり、その対策としての国内外で
の自然エネルギー利用例が挙げられ、自然エネルギーの重要性が強調さ
れた。最後に「自然エネルギー市
民の会」が設立したポッポおひさ
ま発電所の実績報告がなされた。
第二部はソーラーカーの組み立
てと走行実験。当日はあいにくの
雨で、やむなく室内実験となった。
約２５名の参加者が３グループ
に別れてキットを組み立てた。無

事、走り出したときは、どのグル
ープでも歓声があがり、童心に帰
って実験を楽しむことができた。
　第三部は小林さんによる太陽光
発電システムについての講義。太
陽電池の種類や発電システム等、
技術的な内容であったが、平易な
説明で、初心者でも十分理解でき

るレベルであった。
　そのあとの質問の機会には非常に
活発な質疑応答がなされた。そのため
時間が足りなくなり、別れを惜しみ
ながらの散会となったが充実した３
時間であった。　　　　　　（山本記）

第１講に先立って「ポッポおひさま発電所」
の視察会が行われました。
最初に岡園長から、園の歴史と園児教育に
太陽光発電を生かしたいという想いなど、お
話しいただきました。壁には園児がみんなで
作成したポッポおひさま発電所の大きなちぎ
り絵や、子ども達が練習している「太陽の子」
の歌詞が掲示されていました。
発電所設置までの経過や募金活動、収支の
構造、機器構成などについてスライドを使っ
て説明しました。質疑では、太陽光発電パネ
ルの価格動向や製品の流通状況、補助金の現
状などについて、麻生常任運営委員が答えま
した。自宅への太陽光発電設備設置を予定し
ている方からの具体的な質問もありました。

質疑の後、実
際に屋上に上
がって設置状
況、機器の実
物と機能など
を見学しまし
た。

万博公園で行われている里山倶楽部のスターリ
ンエンジンを活用した実証実験を見学しました。
万博公園では、園内の樹木の間伐、剪定から生
まれる木質バイオマスの量が 160 ｔ / 年にのぼ
ると推定されています。
　実験システムは、薪ボイラーで発生した熱を利
用してスターリングエンジンで発電し、余熱で給
湯を行うコジェネシステムです。計画では、スタ
ーリングエンジンの出力は 800kWで電熱あわせ
た総合熱効率が 90% 弱という高効率システムと
して設計されています。
　見学で驚いたのは音が静かなことです。スター
リングエンジンは熱による気体の膨張 /収縮を利
用して回転する外燃機関で、内燃機関の特有の爆
発音がありません。給湯は園内の足湯に用いられ、
発電した電気は蓄電され、給湯ポンプその他のシ
ステム電源として活用されています。
　都市部にも街路樹、公園、個人住宅の剪定枝な
ど木質バイオマスは一定量存在すると思われ、山
間部に比べて回収運搬の条件が良いことなど有利
な条件もあります。
今回の実証実験の
結果に期待しなが
ら見学を終えまし
た。

【第１講】太陽のエネルギー　～ソーラー発電　　12 月 2 日

視察会１　ポッポおひさま発電所  11 月 25 日
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視察会 2　　　　　　　　　　　　　　　　12 月 10 日

スターリングエンジンでの木質バイオマス活用

講義を聴く参加者

ソーラーカーの組立に挑戦

完成したソーラーカー 薪ボイラー ( 左 ) と
スターリングエンジン

講義する田浦さん

ワークショップでの発表

岡園長からの話しを聞く

連続講座
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地球温暖化に警鐘。今話題の映画が上映開始！

注目の映画の上映がいよいよ始ま
りました。
京都議定書の締結に力を発揮した
アル･ゴア（当時クリントン政権の副
大統領）。ブッシュとの大統領選挙に
破れ、ブッシュはアメリカを京都議
定書から脱退させました。
大統領選に敗れた後、ゴアが全米
各地で地球温暖化の危険を説いて回
る姿を彼自身の半生と織り交ぜなが
らドキュメントにしたのがこの映画
です。
映画の中で、ゴアは「アメリカは
変わらければならない」、「世界貿易
センターの跡地はやがて水底に沈む。
世界の問題はテロだけではない」と、

訴えています。この映画が全米で人気
を博したこと、昨年の中間選挙で米民
主党が勝ったことは、アメリカが変化
し始めていることの現れでしょう。

「不都合な真実」。それを認めれば今
の在り方を変えなければならない地
球温暖化という真実を政治が避けてい
る、とこの映画は告発しています。私
たち市民はどうでしょうか。市民の自
覚なしに政治に認めさせることはでき
ません。
この映画は、地球温暖化防止、自然
エネルギー普及の力になる映画です。
ご家族や友人と一緒に見て話し合っ
てみてはいかがでしょう。

 2007 年 1 月 20 日 ( 土 ) より

・ナビオ TOHO プレックス（梅田）
・TOHO シネマズ二条（京都）

・OS シネマズミント神戸

他、全国ロードショー！

★温暖化の損失、820 兆円。英政府の委
託で試算     　　　　共同通信 2006/10/30

　地球温暖化は今後の世界経済に大きな悪影
響を与え、将来的な損失の規模は世界各国の
国内総生産（GDP）総計の 20% 近く、7兆ド
ル（約 820 兆円）弱にもなるとの英政府の委
託研究報告書が公表された。報告書はコラス・
スターン元世銀副総裁が中心となりまとめた
もの。地球温暖化対策にはコストがかかるが、
経済成長を圧迫するものではなく、再生可能
エネルギー開発など新たな経済成長の機会に
もなるほか、発展途上国の貧困解消など波及
的なメリットがあることを指摘。「温暖化対策
に必要なコストは毎年世界の GDP 総計の 1％
程度で、温暖化の経済影響に比べはるかに小
さい」と、各国に積極的な温暖化対策を早急
に進めるよう求めた。

★温暖化の懸念、米で高まる
東京新聞 2006/11/11

　世界最大の温室効果ガスの排出国でありな
がら、地球温暖化への危機感が低かった米国
民の意識がここ３年で様変わりしている。地
球温暖化が、懸念される環境問題のトップに
なったことが、全米の約 1,200 人を対象に行
った意識調査で分かった。71% の人が政府は
積極的な温暖化対策を取るべきだと考え、対
策費を負担してもいいとする人が多いことも
判明した。

★気候変動によって追いつめられる世
界の鳥類  ＷＷＦ記者発表資料2006/11/16

【ケニア・ナイロビ発】ＷＷＦ（世界自然保
護基金）は、気候変動による鳥類への影響が
世界中で拡大しており、将来的に大規模な鳥
類の絶滅を引き起こす可能性があることを発
表した。特に気候変動によって大きな影響を
受けるとされたのは、渡り鳥、山岳や島嶼に
生息する鳥類、水禽類、北極および南極に生
息する鳥類、そして海鳥である。

★日本初のダウンウィンド型風力発電

システムに「資源エネルギー庁長官賞」
nikkei bpnet2006/12/4

富士重工業は、同社が開発した大型風力発
電システム「SUBARU80/2.0 ダウンウィンド
型風力発電システム」が「新エネ大賞資源エネ
ルギー庁長官賞」を受賞したと発表した。同機
は、日本初のダウンウィンド型として吹き上げ
風に対応、またナセル・ブレードの分割方式を
採用し山岳地への搬入を容易にするなど、日本
の風況・地形に対する適合性を向上させたこと
が評価されての受賞となった。

★北極の氷、2040 年に消える？米チー
ム予測     日経速報ニュース 2006/12/12

　【ワシントン 12 日共同】地球温暖化によっ
て北極海の氷の溶解速度が加速され、2040 年
夏にはほぼ消滅するとの試算結果を、米国立
大気研究センターなどの研究チームがまとめ、
12 日付の米地球物理学連合の学会誌に発表し
た。CO2 などの排出がこのままのペースで続く
と、20 年以内に氷が縮小する速度が 4倍に加
速され、40 年の 9月にはグリーンランドとカ
ナダの北部海岸沿いにわずかに残るだけになる
との結果が出た。

★大阪ガスと双日　和歌山で風力発電、

1,000kW16 基建設
 FujiSankei Business i. 2006/12/15 

大阪ガスは、双日と共同出資で新会社を設
立し、和歌山県で 2008 年４月から風力発電事
業を始めると発表した。発電容量は１万 6千
kWで、和歌山県広川町と由良町の町界に発電
設備を建設する。発電設備は三菱重工業製。
発電した電力は大阪ガスが買い取り、関連

会社を通して小売りする予定。

★世界最大の海上風力発電　英で計画
　年 190 万トンの CO

2
削減 

時事 2006/12/20

英政府は 18日、南東部のエセックス州沖に
世界最大の海上風力発電施設を建設する計画
を承認した。発電能力は 100 万 kWで、年間

190万tのCO2排出削減に貢献することになる。
　英政府によると、同州沖 20 ㎞の海上の
230km2 もの広さに計 341 基の風力タービン
が建設される。政府は、2010 年までに国内電
力供給の 10% を風力など自然エネルギーで賄
う方針を示しており、同施設が完成すれば、こ
の目的達成に近づくことができるという。また、
これとは別に、近くの海上に中規模の風力発電
施設が建設される見通しで、英政府は両施設合
わせて 100 万世帯分の電力が供給できると見
込んでいる。 

★伊那市長、風力発電に同意せず　市
議会は推進を採択  伊那毎日 2006/12/21

伊那市東部の入笠山・鹿嶺高原で、大手商
社丸紅など２組の民間事業者が検討する大型風
力発電計画について、小坂樫男市長は 20日の
市議会全員協議会で、同意しない意向を表明し
た。市長は災害に対する懸念や景観への影響を
指摘し「風力発電そのものを否定するわけでは
ないが、あの高台に 100m 超の巨大な建造物
を建てることは疑問だ」と述べた。
一方、市議会は全協に先立つ本会議で、計

画中止などを求めた陳情を不採択とし、計画推
進を求めた陳情を採択した。議会としては推進
の意思を示した形だ。

★ EU、20 年に 20％削減ー温暖化ガス、
ポスト京都へ新目標    

日本経済新聞 2007/1/10

欧州連合／欧州委員会は CO2 などの温暖化
ガスの削減目標を新たに導入する。2020 年ま
でに EU全体で 90年比で 20％削減する。京都
議定書が 12年に期限が切れるため、その後の
枠組みをめぐる議論の主導権を握る狙いがあ
る。「ポスト京都議定書」への動きは日本など
先進国の取り組みに影響を与えそうだ。
具体的には EUの共通政策として、エネルギ

ー消費に占める再生可能エネルギーの割合を
20％に高め、交通インフラ整備で効率利用を
進め、消費量の 20%削減を目指す。

（※記事の要約は編集部の責任で行っています）


